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 要 旨   
目的： 世界的な、特に低～中所得の国々における様々な危険因子の脳卒中への寄与は解

明されていない。脳卒中とその病型に対する危険因子の寄与を明らかにする。また、脳卒

中と心筋梗塞のリスクの違いについて解明する。 
方法： 2007 年 3 月 1 日から 2010 年 4 月 23 日の間、世界 22 カ国において標準化された

症例・対照研究を行った。症例は初発急性期の脳卒中患者（発症後 5 日以内、入院後 72 時

間以内）とした。対照は脳卒中既往がなく、症例と性別および年齢を合致させた。全ての

対象者に標準化された質問票、身体検査、血液検査、尿検査を実施した。オッズ比（OR）

と 95%信頼区間（95%CI）、人口寄与危険度（PAF）を算出し、脳卒中、脳梗塞、脳出血に

対する危険因子の寄与を明らかにした。 
結果： 初発 3000 例（脳梗塞 78%、2337 例、脳出血 22%、663 例）と対照 3000 例にお

ける全脳卒中の統計的に有意な危険因子は、高血圧既往

（OR(95%CI)=2.64(2.25-3.08),PAF(95%CI)=34.6%(30.4-39.1)）、喫煙

（OR2.09(1.75-2.51),PAF(95%CI)=18.9%(15.3-23.1)）、waist-to-hip ratio
（OR(95%CI)=1.65(1.36-1.99),PAF(95%CI)=26.5%(18.8-36.0)）、運動習慣

（OR(95%CI)=0.69(0.53-0.90),PAF(95%CI)=28.5(14.5-48.5)）、糖尿病

（OR(95%CI)=1.36(1.10-1.68),PAF(95%CI)=5.0%(2.6-9.5)）、飲酒（一月 30 杯以上の飲酒

や多量飲酒）（OR(95%CI)=1.51(1.18-1.92),PAF(95%CI)=3.8%0.9-14.4））、精神的ストレス

（OR(95%CI)=1.30(1.06-1.60),PAF(95%CI)=4.6(2.1-9.6)）、抑うつ

（OR(95%CI)=1.35(1.10-1.66),PAF(95%CI)=5.2%(2.7-9.8)）、心疾患

（OR(95%CI)=2.38(1.77-3.20),PAF(95%CI)=6.7(4.8-9.1)）、アポたんぱく B/A1
（OR(95%CI)=1.89(1.49-2.4),PAF(95%CI)=24.9%(15.7-37.1)）であった。これらの危険因

子により全脳卒中の 88.1%は説明可能であった（PAF(95%CI)=88.1%(82.3-92.2)。高血圧

既往の定義を高血圧既往または 160/90mmHg 以上とした場合、上記 PAF の値は

90.3%(85.3-93.7)であった。これらの危険因子は脳梗塞についても統計的に有意であった。

一方、脳出血については高血圧、喫煙、waist-hip ratio、飲酒が統計的に有意な危険因子で

あった。 
結論： 脳卒中の 90%は主要な 10 個の危険因子との関連を認めた。血圧の降下、喫煙対策、

運動習慣や健康的な食習慣の促進により脳卒中の減少が可能であろう。 




